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Ⅲ．論文要旨 

 

序章 

 本研究は，これまで研究対象とされることが少なく体系化されてこなかった住宅景観

について，行政の景観形成に対する取り組み，住宅の外観，住民の景観意識や行為の側

面より，その景観形成のメカニズムを解明しようとするものである。 

本章では，「景観」用語の定義および本文中に使用する関連用語の定義について検討

し，本研究の意義・目的を述べた。 

1）本論文では，「景観」の定義の変遷をまとめた岡田（1987），渡部（2009），渡部ほ

か（2009，2010）をもとにして，主として地理学の見地に立ち，「景観」を可視的で

客観的に捉えることができる地表面上に構成されたある一定のまとまりであると定

義し使用することとし，それを目にする人間によって意味付けや価値判断が可能であ

るものとして考える立場をとった。また，金田（2012）の「その地域の自然条件・

立地条件並びに社会的・経済的条件との強い関わりの下で成立した景観」（p.20）に

倣い，ある地域に特有の，自然的環境，人々の生活形態および価値観によって構成・

形成された住宅の存在する景観を「文化的景観」と定義し，「住宅景観」の現状や形

成要因を考察する際に「文化的景観」の視点を取り入れることとした。 

2）景観に関しては地理学を含むさまざまな立場による研究が行われているが，その景

観の形成および変化に携わる人々の意識や価値観直などの精神的構成要素にまで踏

み込んで言及されているものは少ない。また，住宅景観に関しては，最も身近であり

誰しもが関わっている景観であるにもかかわらず，具体的にどのような仕組みをもっ

て形成されているか，そこに人々の内面がどのように影響してくるかということは明

らかにされてこなかった。そのため本研究では，文化的景観を有する地域における住

宅景観を対象として，行政における景観施策のもと，住民の文化的景観に対する思い

や住宅景観への取り組みを検討する。 

 

第Ⅰ章 景観を支える法令と住宅景観の研究動向 

 第Ⅰ章では，景観形成の背景となっている法整備の内容の課題を検討し，住宅景観を

主とした既往の景観研究の動向をまとめ，その研究の視点を導出した。 

1）景観の保全や形成を図る際の根拠となる法とその仕組みについて，特に住宅景観に

関するものを取り上げた。わが国において，景観形成に直接関わっている現行の法律

としては文化財保護法，景観法，歴史まちづくり法が挙げられる。1950 年に施行さ

れた文化財保護法は，文化財を保護対象として明文化したものであり，「伝統的建造

物群保存地区」の決定および「重要伝統的建造物群保存地区」の選定などの制度とと

もに，2005 年の改定において新たな保護対象として「文化的景観」が加えられ「重

要文化的景観」の選定が行われるようになった。2005 年に施行された景観法は，地

方公共団体の制定した景観条例に強制力が伴わなかった状態を克服するものであり，
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今日の景観まちづくりが盛んに行われるようになった契機ともいえ，これを背景に

「景観まちづくり」への取り組みも求められるようになった。また，歴史的な景観に

関して広範囲に取り組むためのものとして，2008 年に歴史まちづくり法が施行され

ている。「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が

行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成して

きた良好な市街地の環境 」の維持・向上を目指したものである。国が策定した基本

方針に沿って各市町村が「歴史的風致維持向上計画」を作成・認定申請を行い，それ

を国が認定し「認定歴史的風致維持向上計画」となると，事業による支援や法律上の

特例措置を受けることができる仕組みである 。以上の法整備の変遷のもと，日本に

おける住宅景観形成に関与する環境が整えられてきたといえる。 

2）住宅景観を含む景観研究の視点に関して，既往研究の動向より研究対象を捉える視

点として，歴史的景観への適合（修景），地域特性を取り入れた景観形成（創出），景

観構成要素からの現状把握（実態），形成時期と建築様式等の分類と比較（変遷），基

準の設定と運用状況把握（規制効果），景観に関係を持つ人の属性や行動（人的要素），

に大別できる。 

また，住宅景観を対象とした研究の特徴としては，以下の通りである。①歴史的景

観に根ざした文脈で行われる研究に関しては，景観の特徴が行政や市民などの間で共

有されている状態である。伝統的町並みとの比較などを通して，修景等の道筋を示す

視点で語られる。また，景観を形成するにあたって訪問者の存在が前提となっている。

②まちづくりの文脈においては地域性とともに景観計画等の策定の内容やプロセス

が大きく取り上げられ，その有効性を検証する視点で捉えられている。③住宅地や住

宅団地を主な対象とした研究においては，住宅における構造等の個別事象が抽出され

る。「住宅の外観」を分析する視点を持ち，景観形成の目的や求められる景観像につ

いて積極的に語られない傾向があることを示した。 

 

第Ⅱ章 伝統的集落のみられる地域における住宅景観 

第Ⅱ章では，景観規制がなく市街地化の進む都市における景観形成の事例として，

広島県東広島市西条町を取り上げた。文化的景観と市街地の都市化された景観の境界

上にある住宅を対象とし，その外観の調査および住民への聞き取り調査を行い，その

結果を考察した。 

1）研究対象地域とした東広島市は，市域の大部分は山林に囲まれ多くの自然環境を残

しており，市街地の周辺には農家集落が形成されている。しかしながら，交通の整備

が進められていることによって，東広島市は広島市の通勤圏内に位置する衛星都市と

しての都市化が進み，市全体の人口が増加している状態にある。人口が最も集中して

いる西条盆地をはじめこの地域は，冬に寒冷な気候となる地域であり，寒さの厳しい

地方特有の「赤瓦」と呼ばれる赤茶色の瓦が使用されてきた。赤瓦を使用した民家は

市民にも認知された特徴的な景観とされている一方で，近年その景観は市街化した地
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域の拡大によって薄れつつある。これに対して市は，特に保全等の対応はしないとい

う方針をとっている。 

2）調査対象地域として，文化的景観と市街地化された景観の境界を含んでいる東広島

市西条町下見の一部地域を選定した。外観調査より，建築様式については和風住宅の

軒数が多いものの，卓越している状態とはいえず，ミニ開発が行われている一角では

とりわけモダン住宅が立ち並ぶなど，文化的景観からはかけ離れた様子がうかがえた。

地区内には２カ所，ミニ開発が行われている箇所があったが，残る一つは様々な建築

様式が混在している状態であった。建築様式はその形状以外においても，色彩や外構

などにそれぞれ特徴を有しており，これは住宅景観に影響を与えるものとして考える

ことが可能である。 

3）46戸の住民への聞き取り調査より，東広島市の文化的景観に関しては，居住する建

築様式や出身地に関わらずおおむね好意的に捉えられていることがわかった。しかし，

好意的な回答も，多くの回答者が行っている「景観に対する行為」と突き合わせてみ

ると矛盾点が見えてくる。例えば，自身の住宅外観に関する強いこだわりもしくは関

心の薄さが，住宅景観に影響を与えていることへの自覚の欠如，改築や増築を行う際

に外観よりも生活の利便性が優先される状況，また，建築様式の異なる住宅が並ぶこ

とに対して違和感を持たないことなど，これらの積み重ねの上に景観の変化が起きて

いると考えられる。 

 

第Ⅲ章 住宅団地における住宅景観 

第Ⅲ章においては，景観規制のない都市として広島県東広島市を取り上げ，その中で

も住宅団地に焦点を当て，住宅の外観調査と住民および建築業者への聞き取り調査を実

施し，団地における住宅景観の形成に影響を与える諸要因について考察した。 

1）東広島市登録開発簿を用いて開発申請年などを考慮し，調査対象地区を，旧東広島

市域でもある西条地区，八本松地区，高屋地区の３地区を対象とした，調査した結果

は以下の通りである。東広島市の住宅景観としての団地景観は，開発時期や各団地に

おいて異なる形状的特徴をもった住宅が建築されるため，多様な建築様式が混在して

いる。また，住宅に使用される色彩に関しても各建築様式で傾向があり，その色彩は

団地の立地や住宅の立地にも影響されていると考えられる。建築様式の変化の一方で，

「まちなみ」，「通り」としての景観を意識し，その創出を図ったり統一性をもたせた

りする動きもみられた。 

2）団地の開発年代と居住者の年齢，そして建築様式の関係性を検討すると，世帯主の

年齢と建築様式は関係性があることがわかった。県外からの移動は少数であり，過半

数が東広島市内における転居であるということがわかる。転居理由としては「一戸建

てが欲しかったから」という回答が 47％と，最も多かった。景観意識を問うものと

して，東広島市内でよくみられる赤瓦屋根と白壁の文化的景観について，どのような

印象を持つかということを尋ねた。全体の結果は「好ましい」41 人（68％），「どち
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らでもない」14人（23％），「好ましくない」３人（５％），「わからない」２人（３％）

となった。住宅取得の際は周囲の景観へ「考慮なし」が６割近くを占めた。住宅の外

観に対して規制は必要かという問いに対して，全体の結果としては「必要」が 45 人

（75％），「不必要」が 13 人（22％），不明が２人（３％）であった。県外からの転

居者は景観に対する意識に関しては県内出身者との差はないものの，住宅の外観に対

してはやや考慮をしない傾向がみられた。 

3）本調査では建築業者４社に対して聞き取り調査を行った。そのなかで景観の創出に

関して明確な規定を設けているのは，団地８の開発業者のみであった。団地７，８の

比較の結果，同じ業者が建てる住宅団地であっても，顧客の好みが反映される注文住

宅では多様な住宅が建てられているが，そこに建築協定の有無による強制力の有無，

加えて業者がどのような開発指針を持っているかも，また深く関わっていることが明

らかとなった。さらに，団地６，８においては，両団地とも建築協定が設けられてい

たにもかかわらず，開発業者の姿勢や住民の認知の程度に違いが出ている。また，近

隣の住宅への配慮は行われず，業者による「景観の創出」という考え方が住宅団地と

いう空間の中のみで完結し，周囲の景観は考慮される対象となりにくいということを

示している。また，外壁に目立つ色彩を用いている回答者からは「実際に建ててみる

とイメージと違った」との声もあり，業者との連携が課題となる事例もあった。 

 

第Ⅳ章 行政中心の景観規制のある都市における住宅景観 

 第Ⅳ章では，景観形成に対して地域指定などの行政による積極的な姿勢を示している

沖縄県那覇市の「都市景観形成地域」を取り上げた。行政主導の景観規制によって景観

形成を図っている事例として調査，分析，考察を行った。 

1）沖縄の景観としては亜熱帯性の植物に加え，赤瓦や石灰岩を利用した建築物，コン

クリート造の建築物等が特徴的なものとして広く認識されている。現在，那覇市では

行政を挙げて景観形成に取り組んでおり，赤瓦等の伝統的といわれる構成物の使用な

どを定めた都市景観形成地域を指定し，地域性豊かな景観づくりに励んでいる。 

2）「壺屋地区都市景観形成地域」，「龍潭通り沿線地区都市景観形成地域」，「首里金城地

区都市景観形成地域」における調査より，都市景観形成地域に共通して以下のことが

明らかとなった。まず，通りに面する住宅や店舗などの建築物の屋根の向きおよび屋

根材が通りの景観に影響を与えている。さらに，多様な建築様式の混在は通り全体と

してのまとまりを損なわせ，建築物の高低差は通り景観の連続性の喪失につながって

いる。目立つ色の使用に関しても各地区で確認されており，特に商業関連施設におい

ては，差別化を図るために様々な色彩が使用されていた。現在は庇・軒の設置や琉球

赤瓦の使用は比較的新しい建築物に偏っており，今後しばらくの間は都市景観の更新

が進む傍らで，都市景観形成基準とは合致しない建築物が存在し続けると予測できる。

各地区における特徴は次に挙げる通りである。壺屋地区は，通り沿いに焼物を中心と

した商店が並び，観光地ともなっている。鍬塚（1996）が指摘するように，駐車場
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や空き地が発生し，このような土地利用は高低差のある建築物とともに通り景観の連

続性を阻害する要因ともなっている。龍潭地区では，道路の拡張工事をした際に，建

て替えされた建築物も多いとみられ，基準に沿った比較的新しい建築物の並ぶところ

もあり，そのような箇所においては，淡い暖色系の外壁と琉球赤瓦の使用により色彩

的なまとまりを感じる空間となっている。またこの場合，建築物の高さもほぼそろっ

ており２階建て以上の建築物の庇に琉球赤瓦が使用されている割合も高く，通りとし

ての連続性が顕著であった。首里金城地区においては住居の割合が高く，２階建ての

建築物が多い状態であった。また，都市景観形成基準で石垣の設置と緑化が図られて

おり，伝統的な空間を形成している。３つの都市景観形成地区のなかでは，伝統的と

される建築物のある景観に，最も近い景観を形成しようとしているといえる。 

3）平屋琉球赤瓦葺きの伝統的家屋の景観に関しては，回答者の８割以上が「好ましい」

と回答しているように，大多数の回答者は伝統的家屋に対する自らの好みを認識して

いる。助成制度の利用経験者は龍潭地区と首里金城地区に多く，助成金を受けた回答

者と受けていない回答者の双方に，１～２割程「どちらかといえば不十分」，「不十分」

とマイナス評価をした回答者が存在し，彼らからは「昔の魅力はなくなった」，「継続

性がない」等の意見が挙げられた。また，まち並みを守る工夫や努力の内容に関して

は，「自宅の周辺をきれいに整える」，「車が外から見えないようにする」，「沖縄本来

の植物の植栽」など外構に気を遣っている様子がわかる。各地区に「通り会」などの

名称で景観への取り組みを行う自治会が存在するが，「若者が参加していないために

若者の感覚が取り入れられていない」，「自治会の回数が少なく若者が非協力的である

ために保全が進まない」等，その活動の仕組みや内容，世代間の意識の違いを問題と

して挙げる回答者もおり，改善が求められている。 

 

終章 

 終章では，第Ⅱ章～第Ⅳ章における２都市の事例より，行政と人々の景観形成への作

用に関して考察し，そのメカニズムについて述べた。 

1）東広島市においては，価値観，安全性，技術の変化，維持費の点から和風住宅が敬

遠されており，赤瓦住宅の住民の生活スタイルの変化と，さらには人々の景観意識の

低さが文化的景観の変容を引き起こすという，景観変化のメカニズムを指摘できる。

住宅団地においては，さらに建築業者による景観コントロールが加わり住宅景観を形

成している。那覇市では，行政主導の下，景観形成の具体的な方向性や取り組み方法

が明示されている。外部からの評価や観光産業への貢献などの側面からも景観形成が

進められていることより，景観形成の取り組みを行う際に，景観の方向性と具体的な

手段の提示，他者からの評価などが要因となって景観が形成されているといえる。 

2）今後の景観形成での課題点として，東広島市においては，市の景観に対する姿勢や

取り組みが明確化されず，住民や建築業者においても景観形成に関しての認識が希薄

であり，文化的景観を含め今後の景観形成に関して話題として共有するまでの意識の
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醸成が進んでいないことが指摘できる。各々が景観形成の主体であるという認識をも

ち，景観の公共性を認める段階までの意識の引き上げが課題となる。 

一方，那覇市では積極的な景観への取り組みが展開されているが，行政と住民が景

観形成に関して「誰のために，どのような理念をもって」取り組むか将来的なものも

含めてビジョンを共有しているとはいえず，また立場の異なる住民同士のコミュニケ

ーション不足も感じられる。また，規制を行うにあたって，経済的な負担や商売をす

るうえでの不便さなど，住民自身が解決を図るしかない状況を発生させている。また，

森田ほか（1993b）のいう「都市型赤瓦住宅」である「モダンな琉球風建築」が目立

つが，回答者のなかにはこのような建築物が並ぶ景観を伝統的景観とはよべないと感

じる人々も存在し，都市という空間で「伝統的なもの」と「近代化されたもの」の折

り合いをどのようにつけるかという問いが見出される。 

3）本研究においては，景観のもつ意味に関しては十分に検討することができず，また

研究の方針としてダンカン（2006）が挙げる「非地元民」の視点を取り入れ，外部

者による景観の解釈を並置し比較することはかなわなかった。景観形成に影響を及ぼ

す要因について，費用および建築材料の生産・流通等の経済面との関連についても検

討の余地が残っており，今後の課題とする。 
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